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第３回厚生常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 令和２年３月４日（水）午前10時０分 

２ 閉会日時 令和２年３月４日（水）午後０時13分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       ２番 大森 進次君   ５番 光成 良充君   ９番 原田 素代君 

      １１番 松田  勲君  １３番 福木 京子君  １５番 岡崎 達義君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  前田 正之君 

      副  市  長  川島 明昌君      市民生活部長  作本 直美君 

      保健福祉部長  入矢五和夫君              土井 常男君 

              矢部 恭英君              是松  誠君 

              稲生真由美君      環 境 課 長  大窄 暢毅君 

      社会福祉課長  原田 光治君      子育て支援課長  馬場 弘祥君 

      健康増進課長  石原万輝子君      介護保険課長  谷名菜穂子君 

              川原 達也君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  元宗 昭二君      主    査  細川 伸也君 

８ 審査又は調査事件について 

       １）議第 ２号 赤磐市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

       ２）議第 ５号 赤磐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例 

       ３）議第 ６号 赤磐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

       ４）議第 ７号 赤磐市国民健康保険熊山保健福祉総合センター条例の一部を

改正する条例 

       ５）議第１４号 令和元年度赤磐市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

       ６）議第１５号 令和元年度赤磐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号） 

       ７）議第１６号 令和元年度赤磐市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

       ８）議第１７号 令和元年度赤磐市訪問看護ステーション事業特別会計補正予

吉井支所長兼 
市民生活課長 

赤坂支所長兼 
市民生活課長 

熊山診療所参事兼 
健康増進課参事 

市民課長兼 
協働推進課長 

熊山支所長兼 
市民生活課長 
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算（第２号） 

       ９）議第２１号 令和２年度赤磐市国民健康保険特別会計予算 

       10）議第２２号 令和２年度赤磐市後期高齢者医療特別会計予算 

       11）議第２３号 令和２年度赤磐市介護保険特別会計予算 

       12）議第２４号 令和２年度赤磐市訪問看護ステーション事業特別会計予算 

       13）請願第１号 「424の病院リストと『具体的対応方針』の再検証要請の撤

回を求める」請願 

       14）その他 

        ・事業の進捗状況について 

        ・その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        
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              午前10時０分 開会 

○委員長（光成良充君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから第３回厚生常任委員会を開催いたします。 

 初めに、友實市長より御挨拶をお願いいたします。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さん、おはようございます。 

 本日は、皆様大変お忙しい中、また赤磐市も含めてコロナウイルスの感染拡大を予防する措

置を講じている中であります。そういう中でも厚生常任委員会をお開きいただきまして、まこ

とにありがとうございます。 

 コロナウイルスに関しましては、先日の市議会のほうでも皆さんにお伝えをさせていただき

ました。その後の情報をしっかりと得ながら、赤磐市として適切な対応をしていくよう頑張っ

ているところでございます。 

 本日の委員会でございますけども、まずは事業の進捗状況、そしてその他の項として、先ほ

ど申しましたウイルス感染症の対応について等、お伝えをして御審査いただきたいと思いま

す。 

 午後からは、予算委員会の分科会ということで、予算の関係の御審査もお願いするようにな

ろうかと思います。どうかよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（光成良充君） ありがとうございました。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 本日、説明員として、熊山診療所兼健康増進課参事の川原

を出席させていただいております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） それでは、これから委員会の審査に入ります。 

 当委員会に付託された案件は、議第２号赤磐市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正

する条例から請願第１号「424の病院リストと『具体的対応方針』の再検証要請の撤回を求め

る」請願までの13件であります。 

 それではまず、議第２号赤磐市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例を議題

とし、これから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いいたします。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） それでは、議第２号赤磐市印鑑登録及び証明に
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関する条例の一部を改正する条例について御説明させていただきます。 

 条例等改正議案新旧対照表３ページをあわせてごらんください。 

 これは、さきの本会議でも御説明いたしましたとおり、令和元年６月から成年被後見人等の

権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の施行を受けて、総務省より印鑑登録

証明事務処理要領が改正されたことによる関係条項の改正となります。 

 内容は、印鑑登録できないものとして、現在成年被後見人を規定しておりますが、これを意

思能力を有しない者に改正するものです。もとの法律により、成年被後見人をさまざまな資

格・業務から一律に排除するものではないということを受けて、印鑑登録事務においても趣旨

を反映させるものです。 

 運用としましては、成年被後見人となった通知が市に届きましたら、今までと同様に印鑑登

録は１度廃止いたします。印鑑登録を希望する者は、その後改めて法定代理人とともに窓口に

来ていただき、法定代理人立ち会いのもと印鑑登録の手続を行っていくものでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（光成良充君） ありがとうございました。 

 執行部からの補足説明が終わりました。 

 これから質疑を受けたいと思いますが、昨今の事情を踏まえ、集団感染、クラスターなどの

予防を考えまして、質問については要点を絞って簡潔に行っていただき、時間の短縮に努めて

いただくよう、お願いしたいと思います。 

 質疑はございますでしょうか。 

 岡崎委員。 

○委員（岡崎達義君） 今、いろいろ説明を受けたんですけれども、成年被後見人とその意思

能力を有しない者という改正になってるんですが、この意思能力を有しない者というのは、成

年被後見人と比べてその範囲が狭くなるっていうことなんでしょうか。そこをちょっと御説明

お願いします。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 範囲は広がると、印鑑登録できる者がふえると

思っております。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

○委員（岡崎達義君） はい。 

○委員長（光成良充君） 岡崎委員。 

○委員（岡崎達義君） ということは、意思能力を有しない者というふうに規定したほうが、
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成年被後見人よりも緩くなる、印鑑登録の規制が緩むっていうことでよろしいんですか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） そのとおりでございます。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

○委員（岡崎達義君） ありがとうございました。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） 他になければ、これで質疑を終わります。 

 続いて、議第５号赤磐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例を議題とし、これから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 議第５号につきましては、本会議場で説明させていただい

たとおりでございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） では、これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） では、ないようですので、これで質疑は終わらせていただきます。 

 続いて、議第６号赤磐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例を議題とし、これから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 議第６号につきまして補足説明をさせていただきます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 議第６号赤磐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について説明をさせていただきま

す。 

 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に伴い、内閣府
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令に従い同様の改正を行うものです。 

 主な改正内容部分のみ説明します。 

 令和元年10月１日から施行の幼児教育・保育の無償化に伴う改正により、１つは食事の提供

に要する費用、いわゆる副食費の取り扱いの変更です。 

 利用者負担額の受領ということで、第13条第４項、資料、新旧対照表33ページ以降になりま

すが、第13条第４項の第３号部分アそれからイにおいて、まず１号認定、３歳以上の教育認定

の利用者につきましては、主食、副食費とも実費でしたが、10月以降、低所得者もしくは第３

子以降の利用者は、副食費は実費徴収対象外とすると定めています。 

 ２号認定、３歳以上の保育認定の利用者につきましては、主食は実費、副食費は保育料内で

ありましたが、10月以降、副食費も実費徴収とし、１号認定と同じように、低所得者、第３子

以降の利用者は実費対象外とすると定めているものです。 

 それからもう１つは、連携施設の確保義務の緩和についてです。認可の基準を前提にしたも

のです。 

 特定教育・保育施設等との連携第42条、資料の新旧対照表の46ページから49ページになりま

す。 

 特定地域型保育事業者に対して連携協力を行う施設として、代替保育については、幼稚園、

保育所、認定こども園とされていたものに小規模保育事業者等を追加し、卒園後の受け皿につ

いても幼稚園、保育所、認定こども園とされていたものに、定員20人以上の認可外保育施設等

を追加するとの緩和です。 

 また、連携施設に関する経過措置としまして、附則の第５条、資料の新旧対照表の59ページ

になります。連携施設の確保義務の猶予期間を５年延長するとしています。改正内容は、施設

事業運営に関する基準改正であり、国の基準どおり対応しております。 

 以上、説明を終わります。 

○委員長（光成良充君） ありがとうございました。 

 執行部からの説明が終わりました。 

 これから質疑を受けたいと思いますが、質疑ございませんか。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） これは９月議会で大分審査した内容を、この条例改正でここで出して

きたということなんでしょうか。それの確認と、それから時間的にもまだ９月に審査したんで

したら３月とまだありますよね。それで、県内の自治体が副食費については無償化とか、減免

とか、そういう施策も広がってきてるんですけど、その検討は赤磐ではどうなんでしょうか。

３歳以上のあれで、低所得と第３子以降は無償化されるんだけど、結局３歳以上は副食費を徴

収せないけん、納めてもらわないといけん。そしたら、保育園での事務作業というのが物すご
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く大変になってくると思います。その辺との関係で、どんなに審議されたのかなと。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） まず、１つ目の質問に関してですけれども、９月に特定教

育・保育施設及び特定地域型の保育事業の認可に関する条例の改正を審査していただきまし

た。それに関連して今回条例改正で提出したものは、運営に関する基準の一部改正になりま

す。よって、認可の基準の改正とあわせて、今回も同内容の点で運営に関する基準の一部改正

を行っております。 

 それから、副食費の件ですけれども、赤磐市では国の制度で今実施しておりまして、減免等

は独自では実施しておりません。事務作業のことに関しましては、副食費の納付書等は市、子

育て支援課で作成し、各園に配付して、徴収のほうを保育園、こども園にお願いして、実施し

ているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 福木委員、よろしいか。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 結局、最後の説明では、保育園でこの副食費は徴収の作業がふえてき

てるわけですよね。だから、なかなか大変な中で、そういう作業がさらにふえてきてるという

実態が明らかになってきております。 

 それで、赤磐市は国の制度でもう実費をいただくということなんですが、実際、これは減免

をした場合に、どのくらい予算がかかるかという検討みたいなのはもうされてるんですか、こ

れまで。その検討過程をちょっとわかれば教えていただきたいなと。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 仮に、副食費を無償化にした場合、どれくらいの費用がか

かるかっていうのは、10月の開始前にある程度は試算しましたが、かなりの支出がありました

ので、副食費も全て無償化という考えには至りませんでした。そのときにはじいた数字につき

ましては、ちょっと今持ち合わせていません。済いません。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） その点はちょっと試算もしていただいて、さらにその中で減免みたい

なことを検討していただきたいなという要望をしておきたいと思います。 
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 それから、もう１点聞いてもいいですか。 

○委員長（光成良充君） はい、どうぞ。 

○委員（福木京子君） その民間の関係のことを言われた。民間の基準を、連携の関係を言わ

れたんですが、経過措置で５年延長というのは、ちょっともう少し詳しい説明を願いたいんで

すが、民間企業では赤坂の内山工業が企業内保育みたいな分で、あれは実際どうなってます

か、現状は。わかれば教えていただきたいと思います。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 内山工業の中で行っている企業主導型の事業所内保育事業

所ですけれども、こちらの事業所は、経費等につきましては民間の財団から受けて運営をして

おりまして、市それから県等を通しての委託もしくは助成金の流れになっておりませんので、

経費の実態についてはこちらでは把握をしていない状況です。 

 以上です。 

○委員（福木京子君） もう１つ。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） ５年延長の関係をもう少し詳しく。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） ５年延長につきましては、保育所型事業所内保育事業所、

これは定員20人以上になるんですけれども、特定地域保育事業者が連携施設を確保しないこと

ができる経過措置として、こちらの事業所につきましても５年延長ということでなっておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） いいですか。 

○委員（福木京子君） はい。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） わからないときは最後まで聞いたほうがいいと思います。 

 ２つお聞きします。 

 副食費は現在幾らなんですか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 
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○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 副食費は、月4,500円徴収しております。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 鳴り物入りで国が無償化をうたってるわけですから、その結果各

地元では大きな副食費の負担が残ってるわけですよね。市長にぜひお願いしたいのは、うちの

うったてが子育てするならあかいわ市である以上、当然国の補助金で無償化するわけですか

ら、副食費に対しても赤磐市としての持ち出し事業として、全額じゃないにしても半額とか、

あと収入に応じてとか、兄弟がいる場合4,000円何ぼという金額は大変大きな負担になりま

す。それについて御配慮いただきたいと思いますが、いかがですか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 御提案ありがとうございます。 

 その趣旨は、岡山県市長会等で議論をさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

○副委員長（原田素代君） わかりました。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

○委員（松田 勲君） ちょっと確認。 

○委員長（光成良充君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 済いません。先ほど福木委員が言われた中で、ちょっと確認なんです

けど、保育園の保育料というのは市が窓口で集金というか集めてるんですよね、基本的には。

保育園じゃなくて、市が窓口で集めているんですよね。副食費はどうなんですか。その辺を確

認を。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） おっしゃられるとおり、保育料につきましては、納付書を

子育て支援課のほうで発行させていただいて、それを保育園に手渡しをお願いしております。

口座振替以外の方につきましては納付書を手渡しで渡しておりまして、納付につきましては関

係支所、本庁、それから金融機関等で納めてもらうような形をとっております。副食費につき

ましても同じような形態をとらせていただいております。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 松田委員。 



- 10 - 

○委員（松田 勲君） だから、基本的には手間が前と変わるわけではなくて、基本的には市

のほうの窓口のほうが分けたりせにゃいけんというのはあると思うんですけど、そういった手

間は前と変わってないですよね。基本的にはですね。 

 無償化、10月から始まったんで、基本的には喜んでる方が多いと思うんですけど、ただ市に

よってはさっき意見があったように副食費の問題があると思うんですけど、それはこれからし

っかりやっていただければいいと思うんですけど、手間のほうはそんなに前と変わったわけで

なくて、要は保育園の手間が変わったわけではないですよね。一応確認なんですけど。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 無償化により保育料の納付が必要なくなった方、それから

無償化により保育料はなくなりましたけれども副食費を納めなければならなくなった方、その

人数の割合は出しておりませんけれども、事務的な作業量につきましてはそうは変わらないと

は考えております。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

○委員（松田 勲君） はい。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） その件ですけど、結局今説明されたように、副食費だけを納めなけれ

ば、何かそういう事務的なあれもふえるわけです。それで……。 

○委員長（光成良充君） いやいや、前からあったんですよ。 

○委員（福木京子君） ちゃうちゃうちゃう。保育料はそうなんですよ。だけど、今言われま

した。保育料が無償で、納付してなくても副食費を今度は納めていただかにゃいけんという方

がふえるわけですから、事務作業もふえるんと……。 

○委員（松田 勲君） 事務的な……。 

○委員（福木京子君） もう、黙っとってください。執行部のほうへ聞いてるんですよ。確認

しょんですよ。 

 それから、保育料はもうあくまでも市が責任持ってきちっと徴収せにゃいけん。でも、副食

費ももちろんそうなんですけど、もしそれがなかなか払えないような状況になったら、保育園

とその個人との契約に変わってきてて、もうそのあたりが大変な状況で、もうやめてください

というんか、そういうことも起きる可能性が出てくるということが指摘されてるんです、国の

ほうでは。だから、そこは物すごく配慮が要ると思います。だから、その辺はきちっと答えと

いてください。それはもう松田さんは変わらないんじゃからというて。そうじゃない。私はそ



- 11 - 

うじゃない。それは国がもう指摘してるんです、その点。だから、市のほうもそこをちょっと

答えてください。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 確かに福木委員がおっしゃられるように、副食費に関しま

しても、保育料と同様に未納というのが発生しますと、どうしても市それから保育園、こども

園等、事務的な連携をして、その事務的な作業はふえていくと思います。その点につきまして

は保育園、こども園と連携して進めていきたいと考えます。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 福木委員、よろしいですか。 

 福木委員。 

○委員（福木京子君） 意見を言うときます。 

 そのあたりがいろんな問題が起こってくる可能性があります。これは国の議論の中でそれが

指摘されてます。 

 担当の、そういう保育関係とか、かかわってる方もそれを危惧してます、その点も。だか

ら、それは意見を言うときたいと思います。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） 質疑がなければ、これで質疑を終わります。 

 続いて、議第７号赤磐市国民健康保険熊山保健福祉総合センター条例の一部を改正する条例

を議題とし、これから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 議第７号につきましても補足説明はございません。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） では、これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑ございませんか。 

 岡崎委員。 

○委員（岡崎達義君） 第３条のデイサービス部門を削るということなんですけど、私、前に

どっかで聞いたようには思うんですけど、このデイサービス部門のこれは、今度はどこに移る

わけですか。社協の部分も第11条を削るということになってるんで、社協に移るようにもない

ですし、このデイサービス部門っていうのは、もう全くなくしてしまうということなんです
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か。 

○社会福祉課長（原田光治君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 原田課長。 

○社会福祉課長（原田光治君） 今、熊山保健福祉総合センターで実施してますデイサービス

部門を廃止するということになります。この廃止に伴いまして、現在の利用者の方、登録者の

方がおられますので、社協の関係でいいますと山陽総合福祉センター、赤坂にあります春の家

デイサービスセンター、あとは近隣の民間事業所等へ利用の変更の手続をいろいろ今現在踏ん

でおりまして、全体でいいますと登録者30人中29名の方まで変更手続が、見通しが立ってると

いう状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

 岡崎委員。 

○委員（岡崎達義君） 一部民間に移されるようなんですけれども、サービスが低下するとい

うことはないんですか。そこらあたりの担保はできてるんですか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○社会福祉課長（原田光治君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 原田課長。 

○社会福祉課長（原田光治君） サービスにつきましては、社協に委託ですけども、近隣の事

業所のサービス状況等も調べておりまして、その中でいいますと、どちらかというと社協が実

施しているデイサービスのほうが、例えば時間的にもちょっと短いですとか、そういうことも

ありますので、それは民間のほうが劣るということはございません。逆に、市としても社協と

して実施しているサービスのほうをどっちかというと拡充する方向で検討しているのが現状で

ございます。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

○委員（岡崎達義君） はい。 

○委員長（光成良充君） じゃあ、他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） ないようでしたら、これで質疑は終わります。 

 続いて、議第14号令和元年度赤磐市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を議題とし、

これから審査を行います。 

 執行部から補足説明がありましたらお願いします。 

○市民生活部長（作本直美君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 作本部長。 
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○市民生活部長（作本直美君） 令和元年度赤磐市国民健康保険特別会計補正予算でございま

すが、本会議場で説明をさせていただいたとおりで、特に補足はございません。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（光成良充君） では、これから質疑を受けたいと思います。 

 まず、事業勘定について質疑を受けたいと思いますが、質疑ございませんか。 

○副委員長（原田素代君） 委員長、いいですか。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 歳入の県支出金は今質疑していいんですか。 

○委員長（光成良充君） はい、いいです、事業勘定。 

○副委員長（原田素代君） 国の２で、たしか県の支出金として特別交付金が1,200万円入る

というのは、たしかこれは１年分ではなくて、今回途中からの積算でこうなったというふうな

説明だったと思うんですが、記憶では。来年度以降は、これが満額もらえるとしたらどのぐら

い入るのかっていうのを教えていただけますか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民生活部長（作本直美君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 作本部長。 

○市民生活部長（作本直美君） こちらにつきましては、熊山診療施設勘定分でございます。

こちらは、年度当初からの１年度分プラス佐伯北診療所分は以前からついておりますが……。 

○副委員長（原田素代君） これ補正ですよね。 

○市民生活部長（作本直美君） 補正。 

○副委員長（原田素代君） いいですか、委員長。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 済いません、質問の仕方が悪くて。 

 たしかことしは途中から計算をされて、交付金が、いわゆる医療の過疎のための交付金が入

るというふうに聞いた記憶があるんですが、それがこの途中から12カ月ではない分の金額だっ

たのかなと思ったんですけど、この補正の段階で丸々12カ月分もらってるのがこの金額だと思

っていいんですかってことを確認をしたいんです。丸々だったらもう来年以降この金額だし、

ことしはその何カ月分か減ってるんであれば満額になると幾らになるのかってことをお尋ねし

てるんです。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

 答弁を求めます。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 石原課長。 

○健康増進課長（石原万輝子君） このたび、熊山診療所が僻地医療と認められまして、交付
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金が増額になりました分は、３月から12月分で計算しております。来年度は１年間申請をして

おります。 

 以上ですが。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） ３月から12カ月分が今回のこの金額、これはでも佐伯も入ってる

んですよね、過疎に。この1,200万円っていうのは熊山診療所分だけではないんですね。ちょ

っとその明細と、それから来年以降は12カ月分だと幾らになるのかっていう、その２つを教え

てください。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 石原課長。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 補正予算説明資料の28、29ページに説明がありますが、事

業勘定繰入金として1,269万9,000円増額と記しております。 

 令和２年度の予算につきましては、これから審査になりますが、令和２年度の説明資料の…

…。 

○委員長（光成良充君） そこは……。 

○健康増進課長（石原万輝子君） いいんですか。 

○委員長（光成良充君） うん。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 済いません。今、お伝えしました1,269万9,000円は熊山診

療所だけです。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

○委員（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 繰越明許のところええんかな。 

○委員長（光成良充君） え、どっちの。 

○委員（松田 勲君） 繰越明許です。国の……。 

○委員長（光成良充君） ああ、はいはい。大丈夫です。 

○委員（松田 勲君） 国９の熊山診療所の風除室の設置料ですけど……。 

○委員長（光成良充君） ああ、ごめんなさい。そこはまだだった。 

○委員（松田 勲君） あ、まだ。 

○委員長（光成良充君） 今、事業勘定だけで。 

○委員（松田 勲君） はい。 

○委員（福木京子君） 委員長。 
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○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） ちょっとこれ、議事の進行の説明をしていただきたい。私、ちょっと

わからないんです。12月から決算はやりましたけど、当初予算の関係での審議が、委員会とあ

と分科会になりますね、予算の。そこの辺で、今回、今こういう補正、一般会計以外に進んで

いってますね、審査が。そこをちょっと説明してください。 

○委員長（光成良充君） どういうことか。特別会計は厚生の委員会の中でやります。 

○委員（福木京子君） だから、その説明がなかったんですよ。 

○委員長（光成良充君） いやいや。 

○委員（福木京子君） いや。あの……。 

○委員長（光成良充君） そういう決まりになってるんですけど、特別会計については補正予

算も当初予算も厚生の常任委員会の中で行うと。分科会は一般会計のみ行うというふうに決ま

ってるんです。 

○委員（福木京子君） その辺の確認がちょっと私できてなくて、どういうふうに審査してい

くのかということがちょっとありましたので。わかりました。 

○委員長（光成良充君） はい。 

 他にございませんか。 

○委員（福木京子君） はい。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 事業勘定というか、今国保だけでしょうか。 

○委員長（光成良充君） そうです。国保の……。 

○副委員長（原田素代君） 事業勘定。 

○委員長（光成良充君） 事業勘定なんで、国の５ページぐらいまでで話をしております。 

 よろしいですか、次行って。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） では、他に質疑はございませんので、次に熊山診療所勘定について

質疑を受けたいと思います。 

 熊山診療所勘定は国の７ページからになります。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 風除室の関係ですけど、これも前の予算でずっと流れてるんですけ

ど、これは今現在どういうふうになってるんでしょうか。繰越明許になってますけど。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 石原課長。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 今年度２回入札を行いまして、２回不調になりました。現
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在、一般競争入札の参加事業者を受け付けておる最中でございます。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） ２回も流れてるということは、予算がかなり厳しいんじゃないかと。

時期もあると思うんですけど、今いろんな事業がなかなか大変、工事がなかなか進まない状況

にあるとは思うんです。そういう中だけなのか、予算の問題なのか、その辺、わかれば教えて

いただきたい。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 今、委員さんおっしゃったように、災害等の影響がまだあ

りまして、業者の人手不足が主な理由になって、なかなか受けてくださることが難しい状況で

す。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） その辺、しっかり見きわめていただいて、予算が厳しいんだったらち

ょっと見直しを考えるとか。今、コロナの関係もありますし、こういったことは早急にすべき

だと思うんですけど、その辺、できる方向で、もう１回検討し直したほうがいいんじゃないで

しょうか。どんなんでしょうか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員さんの御意見も今ございました。いろいろ業者さんに

お話を聞かせていただく中で、やはり人手不足というのは大きな部分だというふうに思いま

す。ただ、今さっき委員さんが言われたように物価も上がっておりますし、人件費等も高騰は

しているという状況も聞いておりますが、いろいろお聞かせいただいたところでは、やはり人

手が厳しいということで、年度末になってだんだん一段落しているような工事等もあって、何

とかここで人が確保できればということで、特例的ですけれども一般入札という形で今公募を

かけているところでございます。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） なければ、次に佐伯北・是里診療所勘定について質疑を受けたいと

思います。 

 質疑はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○副委員長（原田素代君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） いろいろ医療器材、検査器材など、随時適切に買ってくださって

ると思うんですけど、今、佐伯北でどのぐらいの検査機器というか、ＭＲＩはないですよね。

どのぐらいの施設整備がされているのか、医療体制として。ちょっと簡単に報告していただけ

ますか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○健康増進課長（石原万輝子君） はい。 

○委員長（光成良充君） 石原課長。 

○健康増進課長（石原万輝子君） このたび、今年度は眼底カメラと高圧蒸気滅菌器、これは

購入を予定しております。大きなところでは、昨年度ＣＴを導入いたしまして、導入当時は月

50件ほど検査を行っておりましたが、２年度になりまして少し利用状況は薄いですが、利用状

況は進んでいる状況です。大きなものというか、そのあたりですがよろしいでしょうか。 

○副委員長（原田素代君） わかりました。ありがとうございました。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） ないようですので、これで質疑は終わります。 

 続いて、議第15号令和元年度赤磐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議題と

し、これから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○市民生活部長（作本直美君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 作本部長。 

○市民生活部長（作本直美君） こちらの案件につきましても本会議場で説明をさせていただ

いたとおりでございますので、特に補足説明はございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） では、これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑ございませんか。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） ちょっと確認なんですけど、歳入のほうで、４ページです。 

 歳入のほうで、特別徴収がふえて普通徴収が減ってるんですけど、これは普通徴収の方が特

別徴収に変わったということで理解したらいいんでしょうか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 当初の見込みでは、特徴の年金から天引きされ
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る方が65％、納付書で納められる方が35％で当初考えておりましたが、実際の現状を確認しま

すと、年金から天引きされる方が70％少々ということになりましたので、組み替えをさせてい

ただいております。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

○委員（松田 勲君） よろしい。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） ないようですので、これで質疑を終わりたいと思います。 

 続きまして、議第16号令和元年度赤磐市介護保険特別会計補正予算（第３号）を議題とし、

これから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 議第16号につきましても、本会議場で説明させていただい

たとおりでございます。補足説明はございませんので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） それでは、これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑ございませんか。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 基金が8,000幾らあるとこ、出てましたか。あ、これですね。介11、

基金積立金が8,000万円ほどここへ出て、これは準備基金積立金ということにはなっとんです

けど、この辺はどういうふうに分析をされておられるんかなと思いまして、お聞きしたいと思

います。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 谷名課長。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 12月までの給付費の執行状況等を勘案いたしまして、計画

値よりも伸びが緩やかなので、どうしてもそのあたりが計画値より緩やかでしたら、やっぱり

計画値に沿って保険料を徴収したりとかしておりますので、その関係で基金に積み立てるとい

うふうな状況になっております。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 福木委員、よろしいか。 

○委員（福木京子君） はい。 
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○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 給付費がそうかからずに緩やかになって基金に積まれるんですけど、

それはやはり総合的にいろいろ予防の事業とか、いろんなことをしてそういうふうに緩やかに

なって、基金に積み立てられるようになったということなんでしょうか。その辺をもう少し計

画からして、これを実行して、基金が積み上がって、多分次の保険料に影響してくると思いま

すけど、その辺のお考えをお願いします。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 谷名課長。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員のおっしゃってるように、１つには地域支援事業の

中、総合事業の中でいろいろと活発にこの数年間、包括支援センターのほうで仕組みづくりを

してまいりました。そういった中で、住民の方にもいろいろ御理解いただきまして、地域に百

歳体操の会場ができたりとか、そういうところで利用のほうも緩やかになっているのではない

かなというふうに分析しております。次年度に計画を作成しますので、そのあたりでもう少し

いろいろと細かく分析をしながら、来年度、計画を進めていきたいと考えているところでござ

います。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） わかりやすいのは説明資料のほうの介護保険、48ページになるん

ですけれども、今課長がおっしゃってるように、今後の非常に大きなウエートを占める地域支

援事業のところですが、今年度は余りに補正額の減額が大きいのでちょっと驚いています。今

後、この地域支援事業がいわゆる予防という観点から重要になってくるにもかかわらず、決算

見込みの結果が5,200万円余り、この地域支援事業の中では大きな額が減額、要するに事業が

できなかったということなんだろうと思うんですけども、この辺の総括と今後どんなふうに考

えてらっしゃるのか、ちょっと教えていただけますか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 谷名課長。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 地域支援事業の内容は非常に活発に、３年前に比べますと

活発にいろいろと事業のほうは展開しております。ただ、それに伴います地域支援事業の中に

は総合事業等もあります、介護予防事業とかもあります。そういった中で、思った使用する金
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額に比べまして、やはりそんなにお金を使わなくても事業がしっかりとできているっていうよ

うなものも中にはございますので、まだまだ地域支援事業の内容をふやしていけばいいかなと

いうふうに思っておりますが、そのあたりは今後の課題になるかと思います。でも、委員がお

っしゃられるように、住民さんと一緒に活動をすれば、金額的にはこの地域支援事業のほう

も、３年前の事業内容に比べたら活発にできているというふうに考えております。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） ３年前から始まった事業ですから、まだまだ十分なところに行く

には時間がかかるんだろうと思うんですが、金額的に非常に大きいですよね、残が。それで、

現場の方に聞くと、随分地域の方が持ち出しを初め、苦労されている様子を耳にします。ボラ

ンティアと言われている以上、いろんな意味で負担感が高いのかなと。それで、こういう事業

っていうのは絶対負担があると続かないんです。いっときの志の高い一部の人は立ち上がるん

ですけど、それが継続できるかっていうと、システムとしてきちっと構築されないと崩れま

す。そういう意味でちょっと締め過ぎてるのか、もうちょっとそのあり方を、リーダーさんた

ちに対する制度をちゃんとつくって、システムをつくってあげれば、もうちょっとうまく回る

のではないかなと。 

 もう１つ別の話を聞いたんですけど、社協の関係なんですけど、社協のほうもこういう事業

を一生懸命してくれてるんですけど、どうも効率よく動いてないっていう現場の不満を聞くん

です。だから、もっとシステムがすっきりしてれば、上がどこなのか、ここに言えばこういう

ふうに解決するっていうのが見えるようなシステムが欲しい。だから、その辺の段取りがちょ

っとまだできてないのか。 

 だから、２つ。システム上の問題と、それから頑張ってらっしゃる方を潰さないような、財

政的な支援も含めて、その２つについてはどんなお考えですか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 谷名課長。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員のおっしゃられることは非常にごもっともだと、私の

ほうも個人的に考えてるところでして、まだまだ制度内容を見直していかないといけないとこ

ろはたくさんあります。そういった中で、例えば介護予防を一生懸命してくださってる地域の

方に補助金を出したりとか、そういった仕組みもつくっておりますが、そのあたりも少しずつ

見直していきたいなというふうには考えておりますので、そのあたりは介護保険課の今後の課

題だと思っております。 

 以上です。 

○副委員長（原田素代君） ありがとうございました。 

○委員長（光成良充君） では、他にございませんか。 
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              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） 他に質疑がなければ、これで終わりたいと思います。 

 続いて、議第17号令和元年度赤磐市訪問看護ステーション事業特別会計補正予算（第２号）

を議題とし、これから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 議第17号につきましても補足説明はございません。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） では、これから質疑を受けます。 

 質疑ありませんか。 

○副委員長（原田素代君） １ついいですか。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 大分以前議論になった、診療所の看護師さんが、この訪問看護ス

テーションの支援員としてダブって就業してるというようなことで、いいのか悪いのかって議

論がたしかあったんですけど、委員会の中でも。とりあえず現状、今、兼務でやってらっしゃ

る看護師さんがいるのかいないのか、それに伴う現場の状況というのはどうなのか。一応報告

をお願いします。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 川原参事。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 現在、訪問看護ステーションのほうには

５名看護師がおります。そのうち１名は熊山診療所のほうに、メーンは訪問看護なんですけ

ど、熊山診療所の患者さんが多く見込まれる日とかには、そちらのほうに手伝いに行ってもら

ってます。これは週１回です。 

○副委員長（原田素代君） 週１。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） はい。 

 逆に、熊山診療所のほうにも看護師が５名おりまして、そのうち１人は、これはまた訪問看

護のほうで手伝いというか、患者さんとかの条件によってお手伝いとかというのを行っており

ます。これは不定期です。週１とかそういうわけではなくて。 

 以上です。 

○副委員長（原田素代君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 双方で助け合ってるというか、足りないところを補ってるという
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意味だと理解しました。 

 それに伴って、じゃあ現場のほう、訪問看護ステーションと診療所のほう、それぞれ看護師

さんがどちらかに１人派遣されるようになった場合の困った感というか、手薄感というか、そ

ういうことについて支障は出ていないと。こういうやり方がちょうどいいと、そういうふうに

思ってらっしゃるというふうに理解したらいいんでしょうか。 

○委員長（光成良充君） 川原参事。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 先ほど、委員おっしゃられるとおり、今

はこのバランスでちょうどいい状態になっていると考えております。 

 以上です。 

○副委員長（原田素代君） わかりました。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 続いて、議第21号令和２年度赤磐市国民健康保険特別会計予算を議題とし、これから審査を

行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いいたします。 

 なお、説明につきましては、予算書及び説明資料のページ数を言ってからお願いしたいと思

います。 

○市民生活部長（作本直美君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 作本部長。 

○市民生活部長（作本直美君） こちらの案件につきましても本会議場で御説明をさせていた

だいたとおりでございまして、特に補足説明はございませんが、１点だけ、令和２年度の当初

予算は、一般会計と同様に、今までの臨時職員賃金を会計年度任用職員報酬として計上をさせ

ていただいております。人数等につきましては前年度と変更はございませんので、そのあたり

はよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（光成良充君） ではまず、事業勘定について質疑を受けたいと思います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 国保の事業勘定ですね。 

○委員長（光成良充君） はい。 

○委員（福木京子君） 国の９の繰入金のところで、基金繰入金4,000万円、昨年に比べて減

らしてるんですけど、この辺の考え方、それから検討してきたこととか、そういうことがあれ
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ばお願いしたいと思います。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 基金の繰入金につきましては、4,000万円減額

としておりますが、これは令和２年度の岡山県に納付する納付金が減るため、基金の繰り入れ

のほうも減額としております。 

 県に支払う納付金が１億5,238万4,000円減額となりましたので、基金からの繰り入れを減額

しております。 

 以上です。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 納付金を県にする分が減ったんですけど、その辺の分析はそしたらど

ういうふうにされとんですか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 昨年度から、新国保制度ということで全県下で

始まっておりますので、県の納付金のほうも令和２年度は１億5,000万円下がります。令和３

年度はどうなるかっていうのも、ちょっと状況を見てみないとわからないところがありますの

で、今回につきましては県に支払う納付金が減ったということで、基金のほうを減らして調整

をさせていただいたという説明でよろしいでしょうか。 

○委員長（光成良充君） 福木委員、よろしいですか。 

○委員（福木京子君） はい。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 説明資料の143ページになりますけど、直営診療所勘定の繰出金

が今年度はちょっと多目に見てらっしゃるんですけれども、これの内訳と、どこの診療所が収

入補填が多くなってるのか、その辺をちょっと教えていただけますか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○副委員長（原田素代君） もう一度言いましょうか。 

 大丈夫ですか。 

○委員長（光成良充君） どうされましたか。 

○副委員長（原田素代君） 後にしてもいいですよ。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 済いません。 
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○副委員長（原田素代君） はい、そうしてください。 

○委員長（光成良充君） 休憩入れますか。 

 質疑の途中ではございますが、ここで11時10分まで休憩としたいと思います。 

              午前11時０分 休憩 

              午前11時10分 再開 

○委員長（光成良充君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 それでは、先ほどの原田副委員長の答弁からお願いいたします。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 資料の143ページ、直営診療施設勘定繰出金の

1,760万8,000円の内容につきましては、１枚はぐっていただいて、144ページの熊山診療施設

勘定の５の繰入金、他会計繰入金の２、事業勘定繰入金のところにあります766万2,000円を国

民健康保険の調整交付金として入れております。 

 もう１つが、146ページにあります、同じく佐伯北・是里診療施設勘定の事業勘定繰入金の

ところの994万6,000円を国民健康保険の調整交付金として事業勘定から繰り出しを行って、ト

ータルが1,760万8,000円となっております。 

 以上でございます。 

○副委員長（原田素代君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 承知しました。ちょっと違うところで勘違いしてました。 

 これは県の支出金を分配したということだと理解したらよろしいんですね。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） そのとおりでございます。 

○副委員長（原田素代君） わかりました。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 先ほど聞いたのを再度聞きたいんですけど、いいですか。 

○委員長（光成良充君） どうぞどうぞ、何でしょうか。 

○委員（福木京子君） 岡山県へ納付金が１億円幾ら減ったんだと。それで、それに伴って基

金を4,000万円減らすということはどういうことなんですか。どうしてそれで減るんですか。

ちょっとその辺の説明をお願いします。 
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○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 納付金の減額につきましては、資料の142ペー

ジの……。 

○委員（福木京子君） ちょっとゆっくり言うてください。142。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 142。 

○委員（福木京子君） はい。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） ページの中ほど３、国民健康保険事業費納付金

というものがあります。それの岡山県に支払う納付金が１億5,238万4,000円、来年度は減額と

なっております。 

 この理由につきましては、納付金については年度ごとに県が算定しております。県全体の医

療費を各市町村の所得指数や医療費指数などで案分して算出されます。その中に、平成30年度

の決算剰余金が県全体で31億円ありまして、それを令和２年度の算定の中に算入することで、

令和２年度の納付金が大幅に減っております。歳出がそこで減りますので、基金の繰り入れの

ほうも減らしております。 

 以上でございます。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） その説明はわかりました。県のほうが結局31億円ほど余ってるんで、

それを使って全体、県内の医療費も減らすという計算ということよね。わかりました。 

 減るんですけど、赤磐の場合に、国保のこの説明のほうで、138ページで、世帯数とか人数

とかはもう減ってるんですね、昨年に比べて。その辺はどういうことなんでしょうか。それも

影響してるんですか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 世帯数は昨年度比、比べて、見込みでは220世

帯減って6,030世帯、それから被保険者数につきましては前年より498人減って、9,602人とし

ております。 

 減った理由といたしましては、後期高齢者のほうへ異動がある世帯、ちょうど人口としては

多い世代なので、その分後期高齢者のほうがふえております。 

 以上です。 

○委員（福木京子君） わかりました。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 
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○委員（福木京子君） はい。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） 他にございませんので、次に熊山診療施設勘定について質疑を受け

たいと思います。 

 いかがでしょうか。 

 ないですか。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 国33の事業勘定繰入金で766万円、県からの補助とかなんとかという

説明があったと思うんですけど、これはどういうことでしょうか。そういう説明があったよう

な。 

○委員長（光成良充君） 川原参事。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） お尋ねの事業勘定繰入金についてです。

こちらは県のほうからの支出金ということになりまして、僻地運営費……。 

○委員（福木京子君） ああ、さっきのじゃな。 

○委員長（光成良充君） そうそう。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 先ほどの問題です。 

○委員（福木京子君） わかりました。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 以上です。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 歳出のほうで、一般管理費が前年と比べてちょっと減っとるんですけ

ど、今年度から会計年度任用職員の報酬が上がるとは思いますけど、何が減っとんでしょう

か。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○副委員長（原田素代君） 500万円。 

○委員長（光成良充君） 一般管理、500万円マイナス。 

○委員（松田 勲君） 521万円。普通に考えたらふえると思うんですけど。何が、どこの項

目が減っとんかわかれば。 

○委員長（光成良充君） 川原参事。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 主に減っていますものにつきましては、

昨年度の職員の人件費を20人分計上しておりました。ことし19人分ということで、１人分減っ

ております。診療所の職員の数自体は19人のままなのですが、昨年度当初の予算の計上のとき
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に20人分で計上していたものだと思われます。 

○委員（松田 勲君） 20人。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） はい。それがもう主です。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 説明資料の144ページのリードの部分で、職員が医師から始めて

事務員まで19人と書いてあるんですが、たしか熊山には医師会のほうの派遣で、週に何回かそ

れぞれ専門の先生が配置されてると聞いてるんですけど、延べ何人お願いして来ていただいて

るのか。それで、その方の人件費っていうのはどこに計上されてるんでしょうか。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 川原参事。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 先ほどの委員お尋ねの件ですけど、今非

常勤として派遣で週１で来ていただいてるお医者様は８人です。それプラス岡山ハートクリニ

ックのほうから１人、これは委託契約で来てもらっているお医者さんがいます。 

 その８人の方の非常勤の方につきましては、この予算上では会計年度任用職員の表の中に入

っております。 

 以上です。 

○副委員長（原田素代君） ハートクリニックの方は。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 委託料です。 

○副委員長（原田素代君） 承知しました。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） なければ、次に佐伯北・是里診療所施設勘定について質疑を受けた

いと思います。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） これも説明の146ページで、職員の数のところで、赤磐医師会病院か

ら派遣をしていただいてるんですが、このお医者さんは、これはもうお一人で、どういうふう

な状況になってますか。 

○委員長（光成良充君） 川原参事。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 医師会のほうから派遣いただいている是

里診療所のほうについてですが、是里診療所は毎週木曜日の午後だけ開設しております。赤磐
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医師会病院の佐藤院長先生にそのときに来ていただいて診療をしていただいております。 

 以上です。 

○委員（福木京子君） わかりました。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

 ないですね。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） では、ないようですので、続きまして議第22号令和２年度赤磐市後

期高齢者医療特別会計予算を議題とし、これから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○市民生活部長（作本直美君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 作本部長。 

○市民生活部長（作本直美君） こちらにつきましても本会議場で御説明したとおりで、特に

補足説明はございませんので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） それでは、これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑ありませんか。 

 いかがでしょうか。 

○副委員長（原田素代君） １つ、じゃあお尋ねします。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 説明資料の149ページの歳出のところですけれども、この広域連

合っていうのがよくわかんないんですけど。後期高齢者医療広域連合納付金で、この明細が保

険基盤安定分として1,300万円になってるんですけど、この広域連合の概要の説明と、保険基

盤安定分っていうのは要するにどこの部分について補填をしているのかっていうのをちょっと

説明してもらえます。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） その資料の148ページの総括のところにありま

すが、後期高齢者の医療制度は岡山県下全市町村で構成する岡山県後期高齢者医療広域連合が

保険者となっております。そちらに集めた保険料とかそういうものは全て納付している状況で

ございまして、ここにあります保険基盤安定分、先ほど質問がありましたものは、これは保険

料を軽減した分の補填になります。軽減分を納めるという形になっております。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） たしか広域連合になるときに問題になったのが、各市町村単位で
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やってたときの保険料の格差というか、差額を県が１つにまとめることで、でこぼこのところ

のならしというか、そこに格差が出るんじゃないかっていう心配があったんですけど、今おっ

しゃった基盤安定っていうのは、まさにそこのところの調整のための費用になってると理解し

ていいのか、そこを教えてください。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民生活部長（作本直美君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 作本部長。 

○市民生活部長（作本直美君） 後期高齢者医療は平成20年度から新設されたものでございま

す。ですから、そこまでは市町村の事務としては一切なかったものが、平成20年度で新たに県

を１つの単位としてできたものですから、そこに関してでこぼこがあったとか、今までそうい

う事務も徴収もなかったもので、そもそもなかったもので、20年度からスタートしたものでご

ざいます。 

 この保険基盤安定の繰入金のほうにつきましては、これは国民健康保険とか介護保険、それ

ぞれ全部あるんですが、要は保険料を軽減したりする措置を国が施策として出してます、今

も。そうすると、そこの部分が市としては負担が大きくなりますので、それを補填するために

国や県から財源をいただいて、市も４分の１足して、特別会計のほうに出している、そういう

ものなんです。そこの部分は実際運営をしている後期高齢者医療の広域連合のほうに出すと。

国や県から入ってきたものも合わせて、市の一般財源も足して、広域連合へ負担金として出す

という制度になっております。少し複雑ですが、要は保険料を軽減する、そこの不足分に対し

て国や県の支援を受けて、一般財源も足して、そこを医療費とかを運用するに当たっての財源

とするということで広域連合のほうに出しているものでございます。 

 それまで市町村で格差があったとか、そういうものではございませんので、よろしくお願い

いたします。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） わかりやすく説明していただいてると思いますが、それでしたら

この1,300万円という中の赤磐市の一般財源は幾らになるかはわかりますよね。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 一般会計のほうの説明資料の11ページ、予算資

料の11ページを……。 

○委員長（光成良充君） 148ページの分でいいんじゃないですか。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 148ページの……。 
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 失礼いたしました。市負担分は3,271万5,000円となっております。 

 以上です。 

○副委員長（原田素代君） ありがとうございました。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） それでは、ないようですので、これで質疑は終わりたいと思いま

す。 

 続きまして、議第23号令和２年度赤磐市介護保険特別会計予算を議題とし、これから審査を

行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 議第23号につきましても本会議場で説明させていただいた

とおりでございます。補足説明はございませんので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） それでは、これから質疑を受けたいと思います。 

 まず、保険事業勘定について質疑を受けたいと思います。 

 質疑ございませんか。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 介16ページ。 

 結局、この２年度は、新規事業を予算化されたんですね。昨年、12月議会かな、いろいろ入

浴通所サービスとかそんなんがあって、ここへ当初出たということですね。入浴通所サービス

委託66万円と、それから通所付き添いサポート事業補助金39万6,000円、これは新規なんです

ね。その辺を説明願いたい。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 谷名課長。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） そうです。委員のおっしゃられるとおり、地域支援事業の

介護予防・生活支援サービス事業の中に通所付き添いサポート事業とか入浴サポート事業のほ

うをここに入れさせていただいておりますので、よろしくお願いします。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） ちょっと前からこういう入浴通所サービスとか、そんなんされて見通
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しがついたということですか。その辺を説明願いたいと思います。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） はい。 

○委員長（光成良充君） 谷名課長。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 見通しのほうがつきまして、御利用者の方は非常に喜ばれ

てるので、定期的に実施したいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（光成良充君） 委員、よろしいですか。 

○委員（福木京子君） はい。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 実際やってみて、それをさらに拡張するというんか、充実させるとい

う、そういう方向性で今年度やっていくということなんですか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 谷名課長。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） １年ですぐにというわけにはいかないと思いますが、徐々

に内容を充実させていって、御利用者の方ももし御希望者が多いようでしたら、体制を少しず

つ整えて充実させていきたいと考えております。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） では、他にないようですので、続きましてサービス事業勘定につい

て質疑を受けたいと思います。 

○副委員長（原田素代君） １ついいですか。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 説明資料の160ページで、ケアプランを立てる件数が少しふえて

るのかなと思いますけど、このふえ方は想定内で、今後このぐらい右肩上がりに伸びていくだ

ろうという前提だと理解していいんでしょうか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 谷名課長。 

○介護保険課長（谷名菜穂子君） 今年度の10月ぐらいまでの実績と昨年度の状況を見まし

て、このぐらいになってくるだろうというふうに予測しております。 

 このケアプランにつきましては、補足説明ですが、資料の156ページの一番上段の介護予防



- 32 - 

ケアマネジメント事業とリンクされます。この介護予防ケアマネジメント事業は、要支援の

方、あるいは事業対象者の方のホームヘルパーさんと通所の方だけを御利用される方は、この

介護予防ケアマネジメント事業の中でケアプランがつくられることになっております。 

 そのほか、今のサービス事業勘定のところに戻りますと、もし同じ、例えば通所を使われて

たとしても、ほかにレンタルを何かされてるだとか、訪問看護師さんを利用されてるだとかと

いうことになりますと、このサービス事業勘定のほうでケアプランを立てるような仕組みにな

っておりますので、そのあたりで10月ぐらいまでの状況を見ながら、今回予算を立てさせてい

ただいておりますので、よろしくお願いします。 

○副委員長（原田素代君） わかりました。 

○委員長（光成良充君） よろしいですか。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） なければ、これで質疑は終わります。 

 続いて、議第24号令和２年度赤磐市訪問看護ステーション事業特別会計予算を議題とし、こ

れから審査を行います。 

 執行部からの補足説明がありましたらお願いします。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 議第24号につきましても補足説明はございません。どうぞ

よろしくお願いします。 

○委員長（光成良充君） それでは、これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑ございませんか。 

○副委員長（原田素代君） ちょっといいですか。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 説明資料の162ページですけど、この理学療法士の１人っていう

のは、ＯＴと言われる職域の方なんでしょうか。 

 それで、看護師さんが、これさっき５人とおっしゃってたけど６人になるのかな、それはい

いんですけど、理学療法士さんがもうちょっと充実したほうが現場のサイドではいいのかなと

思われますけど、その辺はいかがでしょうか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

 川原参事。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） 委員お尋ねの件ですが、済いません、こ

の説明書のほう、看護師６人、理学療法士１人、事務職員１人と書かせていただいております
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けども、実際は兼務じゃない看護師は５人で、この６人の１人というのは熊山診療所からの兼

務を計上させてもらっております。 

 それから、理学療法士と事務職員につきましても熊山診療所からの兼務が行っております。

理学療法士はＯＴではなくＰＴでありまして、来年度、この４月から新採用の理学療法士が１

人、熊山診療所のほうに来ますので……。 

○副委員長（原田素代君） 診療所勤務。 

○熊山診療所参事兼健康増進課参事（川原達也君） はい。来ますので、３人体制になります

ので、今度は訪問リハビリとかのほうも今よりもっとよくできていくと思います。 

 以上です。 

○副委員長（原田素代君） ありがとうございました。 

○委員長（光成良充君） 他に質疑はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） なければ、これで質疑を終わりたいと思います。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託されました議第２号赤磐市印鑑登録及び証明に関す

る条例の一部を改正する条例から議第24号令和２年度赤磐市訪問看護ステーション事業特別会

計予算までの12件について採決したいと思います。 

 まず、議第２号赤磐市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について、これ

を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第２号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第５号赤磐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第５号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第６号赤磐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立多数です。したがいまして、議第６号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第７号赤磐市国民健康保険熊山保健福祉総合センター条例の一部を改正する条例
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について、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第７号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第14号令和元年度赤磐市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、こ

れを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第14号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第15号令和元年度赤磐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、

これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第15号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第16号令和元年度赤磐市介護保険特別会計補正予算（第３号）について、これを

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第16号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第17号令和元年度赤磐市訪問看護ステーション事業特別会計補正予算（第２号）

について、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第17号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第21号令和２年度赤磐市国民健康保険特別会計予算、これを原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立多数です。したがいまして、議第21号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第22号令和２年度赤磐市後期高齢者医療特別会計予算、これを原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第22号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 
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 続いて、議第23号令和２年度赤磐市介護保険特別会計予算、これを原案のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第23号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第24号令和２年度赤磐市訪問看護ステーション事業特別会計予算、これを原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立全員です。したがいまして、議第24号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 次に、請願の審査に入ります。 

 請願第１号「424の病院リストと『具体的対応方針』の再検証要請の撤回を求める」請願を

議題とし、審査をいたします。 

 この請願の紹介議員は福木議員です。 

 紹介議員からこの請願の説明を求めるかどうか諮りたいと思います。 

 説明を求めることに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立少数です。よって、紹介議員から説明を聞くことは否決されま

した。 

 それでは、委員方々からのこの請願について御意見を伺いたいと思います。 

 順番に聞かせていただきたいと思いますが、どう回しましょうか。そっちからでよろしいで

すか。 

 岡崎委員、お願いします。 

○委員（岡崎達義君） 大分前ですけど、新聞にこの新公立病院改革ガイドラインとか、いろ

いろ載ってました。それを見て、とんでもないことだということで、私は前に市長も説明して

いただいたんですけど、岡山県でも南部でも東と西で大分差があるということで、こういうこ

とをやってるとそれこそ医療難民が生まれかねないということも思いますし、やはり国民皆保

険制度で皆さんが自由に医療機関を受けれるということがある以上、勝手に政府の都合で統合

っていうことには反対ですので、この請願には賛成させていただきます。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 

○委員（福木京子君） 私は紹介議員をさせていただいております。それから、一般質問でも

取り上げさせていただきました。それから、他の議員も言われたし、それから市長のほうもい

ろいろ答弁されて、政府の一方的なこういう公表というのはおかしいんじゃないかと。同じ区

域の岡山市が入ってて、それと赤磐市というのは過疎地、僻地、そういう僻地医療、地域医
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療、すごい力を入れてこれまでしてきてる。それから、熊山でも本当にベッドが欲しかったの

に診療所になったという経過、そういう状況の中で、医師会が12床、そういうふうなふやすと

いうあれはされてますけど、それは調整会議という中で十分審議されてきている段階のところ

に、政府がこういうふうに一方的に早くさそうということで公表するっていうことは、本当に

そういう地方自治を否定するような。特に、この424というたらもう本当に地域医療に力を入

れてるし、本当に田舎の小さなそういう病院、そういう名称がもうばっと出てるわけですか

ら、それはもうこの請願のとおり撤回をさせて、自主的に地域でどういうふうに医療や介護を

守っていくかということでやっていかないといけないんじゃないかなということで、賛成で

す。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 私も同意見でございます。とりわけ深刻なのは、最近国がトップ

ダウンで、地方自治へさまざまな要求を押しつけてくることに対する懸念がございます。やは

り2000年の地方分権一括法以降、地方自治、住民自治をしっかりと根づかせていくためにも、

特に医療という、住民にとって大変切実な課題について、このような形で国が一方的に病院名

を公表するというのは言語道断だと思ってますし、やはり自治体としては市長も大変心強くこ

れからこういうことについてしっかりと発言していくっておっしゃっていただいてますので、

この請願を断固支持したいと思っております。 

○委員長（光成良充君） 松田委員、お願いします。 

○委員（松田 勲君） この報道は突然されたことで、我々もちょっとびっくりはしているん

ですけど、先ほど皆さんが言われたことだと思います。 

 ただ、請願のほうは再検証の要請の撤回を求めるというふうになってますけど、市長も地域

医療のこととか、赤磐医師会病院もその名前が入っておりますけど、赤磐医師会病院として

の、地域医療としての役目というものを話をされてました。そういった中で、市長は撤回では

ないと。要請をすると。地域医療の重要性を要望していくということであります。 

 今回、添付されている資料をずっと何度も読まさせていただいたんです。そしたら、長友教

授ですか、教授がいろいろ言われてることをずっと読んでいきますと、結局この書かれてるこ

とは撤回ではなく、地域医療は今重要な局面に立っているんだと。どのように地域医療をつく

っていくかがこれから大事なんだということを書いておりますし、最後のほうを見ると、公的

病院が424、名指しをされておりますけど、この公表を契機として各地域住民とか自治体関係

者等が地域の実態を把握し、地域から政策提言を図る、公表をすることが重要なんだというこ

とを言われてるんです。撤回しろということは書いてないんです。突然そういう発表があった

ということはいかんということが書いてあって、最終的にはこれをほっとくわけにいかない

と。国のほうもしっかり地域医療を考えていく中での一つの、出し方はちょっと問題はあった

と思いますけど、これをほっとくわけいかないということで、私はこれは撤回すべきではない
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と。これを機にしっかりと、この教授が言われるように、地域住民として、また自治体として

しっかり考えていくことが大事ではないかなということだと思いますので、この請願には反対

します。 

○委員長（光成良充君） 続いて、大森委員、お願いします。 

○委員（大森進次君） 私も、皆さん、委員言われとんですけども、地域医療はこれからも必

要であるし、とめるのはどうなのかなと。ほんで、取り扱いはやっぱりこれから、市長も述べ

られたように取り組んでいくということも言われとったんで、私も松田委員と同じような思い

です。 

 以上です。 

○副委員長（原田素代君） 反対なんですか。 

○委員長（光成良充君） 反対っていうことでしょうね。 

 それでは、これから請願の採決を行いたいと思います。 

 請願第１号「424の病院リストと『具体的対応方針』の再検証要請の撤回を求める」請願に

ついて、採択することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（光成良充君） 起立多数です。よって、請願第１号は採択することに決定いたしま

した。 

 請願第１号は採択することに決定いたしましたので、当委員会として定例会最終日に意見書

を提出したいと思いますが、よろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） それでは、そのようにさせていただきます。 

 以上で当委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 次に、閉会中の継続調査及び審査について御確認をお願いしたいと思います。 

 お手元に配付しております継続調査及び審査一覧表のとおり、議長に対して閉会中の継続調

査及び審査の申し出をしたいと思いますが、これでよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） それでは、このように申し出をいたします。 

 次に、閉会中の委員派遣についてお諮りいたします。 

 閉会中の審査及び調査案件の調査のため、委員派遣を行う必要が生じた場合、議長に対して

委員会派遣承認要求を行うこととし、派遣委員、日時、場所、目的及び経費等の手続につきま

しては、委員長に一任していただきたいと思いますが、よろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） それでは、そのようにさせていただきます。 

 そして、委員長報告についてですが、委員長に一任していただきたいと思いますが、よろし
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いでしょうか。 

○副委員長（原田素代君） ええと。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） くれぐれも質疑の全体像を皆さんに御報告して、議場の中で十分

な議論ができるような報告をよろしくお願いいたします。 

○委員長（光成良充君） 了解いたしました。なるべくそういう御意見に沿いたいと思います

ので。 

○副委員長（原田素代君） ありがとうございます。 

○委員長（光成良充君） はい。 

 それでは、今意見がございましたが、そのようにさせていただきたいと思います。 

 これからその他のほうに入らせていただきます。 

 その他で、委員または執行部から何かありましたら発言をお願いいたします。 

○市民生活部長（作本直美君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 作本部長。 

○市民生活部長（作本直美君） それでは、事業の進捗状況といたしまして、環境課から１

件、御報告をさせていただきます。 

○環境課長（大窄暢毅君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 大窄課長。 

○環境課長（大窄暢毅君） それでは、環境課から御説明をさせていただきます。 

 市民生活部委員会資料の１ページをお願いいたします。 

 山陽桜が丘清掃センター及び赤坂環境センター解体撤去工事についてでございます。 

 昨年度から当委員会でも進捗状況等、適宜御報告させていただきながら進めてまいりました

本工事でございますが、先月２月27日に桜が丘清掃センター、28日に赤坂環境センター、それ

ぞれの完了検査を厳正に実施いたしまして、当該工事が完了しましたので御報告させていただ

きます。 

 また、今回も、地元中島、桜が丘西１丁目、多賀、それぞれの区長、町内会長さんを通じま

して、工事の完了のお知らせを行う予定としております。 

 次の２ページをお願いいたします。 

 桜が丘清掃センターの工事完了のお知らせでございますが、写真を見ていただきますと、焼

却棟や煙突、浸出水処理施設など、全て施設設備が解体撤去されてる状況をごらんいただける

と思います。 

 次の３ページには、赤坂環境センターのお知らせを掲載しております。 

 赤坂につきましても焼却棟及び煙突など、全ての施設設備の解体撤去が完了しております。 

 なお、解体後の跡地の今後の管理でございますが、そこの写真にもありますように、土の部
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分が相当残ってまいります。維持管理を効率かつ適正に行っていくため、令和２年度当初予算

に計上させていただき、舗装工事を実施していきたいと考えております。 

 また、この施設区域全体としましては、桜が丘、赤坂ともに、フェンス等により通常の出入

りはできない状態でございます。引き続き、入り口の門扉等をきっちり施錠しまして、防犯面

等に特に留意した上で、部外者が入れないよう厳重に管理を行っていくことと考えておりま

す。 

 なお、写真にも見えますが、残った倉庫等がございます。当面、環境関係の資機材や消耗品

等の保管庫として有効に利活用させていただきたいと考えております。 

 続きまして、資料等はございませんが、当委員会で御報告及びお願い等をさせていただきま

した赤磐市災害廃棄物処理計画の素案について、２月10日から28日の間、先週金曜日までパブ

リックコメントを実施させていただきましたが、このパブリックコメントにおいて寄せられた

意見等は特にございませんでした。 

 なお、今後、執行部といたしましては、３月11日水曜日に開催予定の令和元年度第２回廃棄

物減量等推進審議会、こちらで御審議をいただきまして、年度内の計画策定に向けて進めてま

いりたいと考えております。 

 環境課からは以上でございます。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 保健福祉部の事業の進捗状況について、子育て支援課のほ

うから１件御報告をさせていただきます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 子育て支援課から事業の進捗状況について１つ、第２期赤

磐市子ども・子育て支援事業計画素案に関するパブリックコメント、市民意見募集結果につい

て説明させていただきます。 

 保健福祉部資料の１ページになります。 

 募集期間は令和元年12月20日金曜から令和２年１月20日月曜まででした。応募数は１通、意

見数は６件です。意見に対しての回答も６件としております。 

 応募者からは、２ページ以降、資料を載せておりますけれども、事業の実施状況や利用状況

に関する意見で、特に事業の告知に努めてほしいという意見でありました。意見に対して、今

後、支援方法及び周知方法の工夫、情報発信に努める旨、回答することとし、２月10日、第３

回の子ども・子育て会議のほうに諮りました。２月17日にホームページに結果を掲載いたしま

した。計画書につきましては、現在印刷製本中です。でき次第、委員の皆様に配付させていた

だく予定です。 



- 40 - 

 以上、説明を終わります。 

○委員長（光成良充君） 以上ですね。 

その他に行きましょうか。 

 その他、お願いいたします。 

○市民生活部長（作本直美君） 委員長 

○委員長（光成良充君） 作本部長。 

○市民生活部長（作本直美君） それでは、後期高齢者医療の保険料につきまして、資料はご

ざいませんが市民課より御報告をさせていただきます。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） はい。 

○委員長（光成良充君） 稲生課長。 

○市民課長兼協働推進課長（稲生真由美君） 後期高齢の医療保険料率について御説明させて

いただきます。 

 去る２月21日に、岡山県後期高齢者医療広域連合の議会定例会が開催されまして、令和２年

度から令和３年度の保険料率が決定されましたので御報告させていただきます。 

 保険料率については２年ごとに見直しが行われております。ここで令和２年度、３年度分が

決定となります。見直しに当たり、被保険者数や医療費等の見込みなどをもとに保険料の必要

額を積算し、保険料率を算出することになります。医療費の伸び等の影響により、計算上は現

行よりも保険料率は上がることになりますが、剰余金48億円と財政安定化基金10億円を保険料

軽減財源として活用することで、今回の改定では保険料を据え置くことに決まりましたので御

報告させていただきます。 

 以上でございます。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） では、その他といたしまして、健康増進課のほうから新型

コロナウイルス感染症の対応について御報告させていただきます。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 石原課長。 

○健康増進課長（石原万輝子君） 保健福祉部資料をごらんください。 

 資料５ページからごらんください。 

 一般質問においても市民が目で見える広報をという御意見もいただきました。 

 別紙資料を広報４月号に差し込み、全戸配布することとしております。市民の皆様にはしっ

かり予防に努めていただくことと、相談窓口の連絡先をお知らせいたします。 

 また、２日、３日に防災無線において市内一斉通信を行い、個人での予防を促し、症状に応

じての対応をお願いしたところでございます。 
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 また、市主催のイベントの開催に係る考え方についてですが、資料の７ページをごらんくだ

さい。 

 ２月27日に幹部によります赤磐市新型コロナウイルス対策庁内会議を開催し、この資料のと

おり拡大防止に向け対策をとることといたしました。この感染症につきましては、日々情報が

変化しておりますので、国及び県からの情報に基づき今後も対応してまいりたいと考えており

ます。 

 以上、説明を終わります。 

○委員長（光成良充君） 委員のほうから何かございますか。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 先ほどの新型コロナウイルスにかかわる問題なんですが、教育委

員会からは２月28日付で卒業式に関して自粛を、来賓としての参加は御遠慮くださいという文

書が来ましたけれども、この担当委員会のほうで、例えば保育所それから学童クラブ、この辺

について、現状の対応の状況をまず報告いただけますか。 

○委員長（光成良充君） 答弁を求めます。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 馬場課長。 

○子育て支援課長（馬場弘祥君） 保育園の卒園式につきましては、保育園で卒園児、それか

ら卒園児の保護者のみと保育士等のみで行うということになりましたので、来賓のほうにつき

ましては、今回出席のほうは見送らせていただくという形で文書のほうもまた出させてもらい

ました。 

 それから、放課後児童クラブにつきましては、学校が休業になるということが決まりまして

から、直ちに、市内16クラブあります。直営が吉井に２クラブあります。まず、直営の吉井の

２つのクラブにつきましては、午前８時半から開所して児童を預かるという形をとらせていた

だいております。それから、民間で運営していただいている16のクラブに関しましては、先週

の金曜日に各実施者に対しまして、午前中から受け入れをしてもらえるかどうかを確認しまし

て、社会福祉法人等が運営してくださっている放課後児童クラブにつきましては、１つのクラ

ブを除いては、ほとんどのクラブが朝８時半から午前中からの受け入れに対応してくださって

ます。それから、運営委員会主体の児童クラブに関しましては、人員の確保、それから受け入

れ体制が整えば受け入れは可能なんですけれども、一応朝、午前中からの受け入れについては

休所という形をとっているクラブもありますけれども、どうしてもやむを得ない場合の申し出

につきましては受けていただいてる状況であります。 

 以上です。 

○副委員長（原田素代君） 委員長。 
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○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） 入園式や何かは別にいいんですけど。 

 要するに本来担当の方が、きょうここで、今のようなことは数字も含めて報告すべきことだ

と私は思ってるんです。ましてや、ここは担当委員会ですから。 

 それで、もっと具体的に聞きたいわけですけど、今、その他の資料の７ページを見ますと、

原則として自粛を検討するものって書いてありますが、学童や、もっと言えば保育園は、例え

ばここにある多数の人と１メートル以内の距離で密に接しないようにしましょうとか、屋内で

環境をよくしましょうなんつったって、この時期に暖房してる部屋を窓をあけて換気をそれほ

どできるのか。それから、乳幼児がいるような保育施設でそれは無理でしょう、子供をだっこ

して動き回ってる保育士がいて。もっと言うと、学童でも、私が先日聞いたところによると、

とよたキッズさんは20人も預かってるんです。とよたキッズさんの施設からいくと、20人って

いうのはほぼ通常の数だと思うんです。20人の学童の子を１メートルごとに距離をあけて、朝

の８時から夕方まで置いとくことは絶対無理です。誰が考えても無理です。そういう意味で、

国が子供の命にかえられないなどという理由で急遽学校を休校するということ自身、そもそも

私は問題があると思いますけど、各市町村単位で首長さんの非常に賢明な判断があちこちであ

りますよね。休校にしない判断もされてるところもあります、県内でも。 

 そういった現場では本当に苦労されてます。特に、運営委員会方式の学童クラブは、職員の

確保ができません。朝の８時から夕方の６時まで、４週間ぶっ通しでやるなんてことは物理的

に無理です。そういうことに対して、例えばよそのところでは教育委員会が動いて、教師を学

童の職員に配置したりとか、何らかの支援策があると聞いております。 

 赤磐市として、当面、私は保育園は絶対もう論外だと思ってますけども、とりあえず学童に

開所を求めるんであれば、開所ができるようなサポートを、市として教育委員会と福祉課とい

う縦割りを除いたサポートをするような手だてを打つ予定はあるのかないのか、それを教えて

ください。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 御意見、ありがとうございます。 

 今、教育委員会とも相談をずっとしながら、今週も土日もずっと協議を重ねております。 

 放課後児童クラブの状況、小学校は休みだったんだけど、それに対しての対応の状況とか、

今、保護者のほうからどんな意見がいただけとるかとか、そのあたりもしっかり確認をしなが

ら、毎日確認をしながら、どういう手だてがあるかということで検討をしております。 

 先ほど言われたように、教師の方の支援とか、そのあたりも国のほうから今方向性が出てお

りますので、しっかりまたクラブさんの御意見等もお聞きしながら、しないといけない対応、

一番そのときに適切だと思われる対応を常にとっていきたいということで今調整を進めている
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ところでございます。 

○委員長（光成良充君） よろしいか。 

○副委員長（原田素代君） はい。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） もう既に事態は始まっていて、月曜日から子供たちは学校に行け

ない状況の中で、どこに居場所をつくるのか。それから、学習のサポートも必要だ。それか

ら、食事の問題もある。さまざまな手だてを打つことが山ほどあるわけです。それで、いつ結

論を出すのか。要するに、もう既に事が始まっていて、これから結論を出すという段階ですか

ら、それは例えばもう本日なり、あすまでにとか、そういう段階に今来てるという自覚をして

いただけないと、現場は本当に困っていますので、最低いつまでに、このことについてはこう

いうふうに考えたいと、こういうふうな対応をしますということは、やっぱり予定はここで出

していただかないと困るんですけど、それはどうですか。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） はい。 

○委員長（光成良充君） 入矢部長。 

○保健福祉部長（入矢五和夫君） 今、委員がいつまでにというお話がございました。 

 今、協議をしているのは、どういうことになったらどういう対応をしようと、そのためには

こういう準備が必要であろうから事前に進めておこうというようなことで、緊急対応ができる

状態で今状況を確認をさせていただいてるところです。 

 先ほど、委員さんが言われたようなクラブごとに困っている状況、そのあたりもしっかり確

認をさせていただいて、適切な時期にというふうには思っています。そんなにいつまでもほっ

とくというような意味合いではございませんので、もう少し確認をさせていただきたいと思い

ます。 

○副委員長（原田素代君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 原田副委員長。 

○副委員長（原田素代君） ぜひ頑張ってください。頑張りどころだと思います、今まさに。

ちなみに、きのう、子どもの家に山陽新聞の記者が取材においでになったそうです。子どもの

家はあけてます。きのうはおひな様のちらしずしを、子供たちが10人ぐらい来てたようです。

頑張ってらっしゃるスタッフの方は、もう本当に細心の注意を払って、マスクとアルコールと

体温計を買ったと。それで、非常に緊張しながら、でも子供たちがこういうときだからこそ、

学校の居場所がなく、給食のない中、食事を提供してます。そういうことも考えていただかな

いと、これからは本当に、今まさに現在進行形だという前提で皆さんのほうの対応を求めたい

と思います。よろしくお願いします。答弁はいいです。 

○委員（福木京子君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 福木委員。 
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○委員（福木京子君） 私はこちらで入ってる組織で、緊急にもう申し入れも、教育委員会に

も市のほうにもさせていただきました。 

 今、とよたキッズの、やっぱり20人というのは本当に大変だと思います。私、山陽西のほう

のところは７人で、それで朝から対応されて、本当、よくされてるなということで。だから、

20人というたら、もう本当大変だと思います。新しい施設、去年できたんですね。 

 だから、そういう意味では、岡山市とかいろんなところの自治体のやってることなんかも、

情報を知っていただいて、できれば学校のこの部屋とか、先生に支援を求めるとか、いろんな

対応があると思いますので、これは急いで対応していただきたいなということで、私のほうか

らも要望しておきたいと思います。答弁はいいですよ。 

○委員長（光成良充君） いいですか。 

 ほかにございますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（光成良充君） では、その他についてはもうないようですので、以上をもちまして

第３回厚生常任委員会を閉会したいと思います。 

 閉会に当たりまして、前田副市長より御挨拶をいただきたいと思います。 

○副市長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（光成良充君） 前田副市長。 

○副市長（前田正之君） 本日は大変お忙しい中、第３回の厚生常任委員会をお開きいただき

ましてありがとうございました。 

 この当委員会に付託されております予定の議案、そしてその他の項では事業の進捗状況、そ

の他ということでいろんなことを御報告させていただきまして、いろいろ御意見をいただきま

した。この議案、慎重に審査をいただきまして、審査をいただいたことにお礼を申し上げまし

て、本日の閉会の挨拶といたします。ありがとうございました。 

○委員長（光成良充君） ありがとうございました。 

 皆様方には、本日は長時間にわたり、大変お疲れさまでした。 

 これで本日の委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

              午後０時13分 閉会 

 

 


